
�����������

	��

�

�

�

�

�

�

�

�

	


		

	�

	�

	�

	

	�

水

月

火

水

火

水

木

金

土

木

金

土

日

日

�

月

　露を含んでほころぶ紫陽花は、紫・青・ピンク

とまさに変幻の花。この季節の主役の花に躍り出

ます。市内には紫陽花の名所こそありませんが、

五条川や神社など、いろいろな所で楽しめます。 

　私が子どものころは、遠足やドッジボール大会

の前日にてるてる坊主を作った覚えがありますが、

最近では、晴れを願って作ることはなくなったよ

うです。 

　雨が続くと犬たちも散歩に出られなくなってス

トレスがたまり、夏の空が待ち遠しくなるんです。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 

【2005岩倉の風景●梅雨の候～てるてる坊主、明日天気になぁ～れ！】 
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市政の窓 ３ 
「新成人のつどい」企画・運営ボランティ 
アを募集します 
愛・地球博フレンドシップ事業 
「ＶＡＭＯＳ　やってみよう！　スペイン語」 
キューバへようこそ！ 
金婚祝賀会 
「親子ごみ探検教室」に参加しませんか 
危険物安全週間 
適応指導教室「おおくす」を開設しています 
勤労青少年の日ボウリング大会 
市民ボウリング大会を開催します 
家庭での食中毒対策 
水道料金の期限内納付にご協力ください 
水道週間 
平成１７年度の区長の皆さんをお知らせします 
高齢者福祉のあり方懇話会委員を募集します 
風しんの予防接種を受けていない人へ 
岩倉市防犯対策助成金交付制度 
住民基本台帳カードを交付しています 
花のあるまちづくりコンテスト審査結果 
「岩倉市災害時要援護者名簿」への登録 
公共用地取得にご協力ください 
国民年金保険料の学生納付特例制度 
「市民活動情報コーナー」をご利用ください 
講演会「糖尿病を予防しよう」 
史跡公園月釜 
消防テレホンサービス 
いわくらフリーマーケット 
コスモス作りに参加してみませんか 
市民スペース 
ミニステージ・市民ギャラリー情報 
６月は環境月間です 

岩倉中学校 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
大地町かいわい 

市民茶会・岩倉市子ども会連絡協議会４０周年記 
念事業・水辺を守る会から環境学習教材を贈呈 

学校通信 ２０ 

不当（架空）請求の被害にあわない 
ようご注意を！ 

消費者トラブルに巻き込まれな 
いために １３ 

市民のひろば・いわくらネットワーク １８ 

１２ 

インフルエンザのお話 

知っておきたい健康講座 

岩倉東武館剣道スポーツ少年団 

スポーツ大好き！ 

１２ 

２１ フォトニュース 

▲自然生態園トンボ池の水蓮 
すい れん 

 

暮らしのガイド １４ 

募集 １５ 

催し １４ 

手続き １５ 

相談・その他 １６ 

講座・教室 １６ 

バ　　　モ　　ス 
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岩
倉
市
で

は
、
平
成
１８

年
１
月
８
日

　
に
「
新
成

人
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま

す
。
開
催
に

あ
た
り
新
成

人
を
迎
え
る

人
で
、
つ
ど

い
の
企
画
・

運
営
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
　
　
　
　 

　
新
し
い
門
出
と
な
る
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を

自
ら
の
手
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
き
っ
と

す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
や

る
気
の
あ
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
開
催
案
内 

●
と
き
　
平
成
１８
年
１
月
８
日
　
午
前
１１
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
対
象
者
　
昭
和
６０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６１
年

４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
人 

　
な
お
、
新
成
人
の
つ
ど
い
は
、
岩
倉
市
に
住
民

票
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
期
限
　
６
月
１４
日
　 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
交
流
相
手
国

キ
ュ
ー
バ
の
公
用
語
の
ス
ペ
イ
ン
語
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
博
覧
会
会
場
内
の
キ

ュ
ー
バ
パ
ビ
リ
オ
ン
で
キ
ュ
ー
バ
人
へ
気
軽
に
声

を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
、
い
わ
く
ら
愛

・
地
球
博
「
語
学
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ス
ペ

イ
ン
語
講
座
「
Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
　
や
っ
て
み
よ
う

！
　
ス
ペ
イ
ン
語
」
を
無
料
で
行
い
ま
す
。 

●
と
き
　
６
月
１７
日
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
第
２
委
員
会
室 

●
定
員
　
３０
人 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
締
切
日
　
６
月
１５
日
　 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

　
安
全
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲自然生態（日） 

（日） 

（火） 

（金） 

（水） 

Bienvenidos a Cuba!

!

キューバへようこそ！ 
Bienvenidos a Cuba!

!ビ エ ン ベ ニ ー ド ス  ア ク ー バ  

キューバへようこそ！ 
　岩倉市では、７月２６日（火）に開催され

るキューバ・ナショナルデーを盛り上げ、ま

た、キューバへの関心を高めるため、次の行

事を開催します。 

●と　き　６月１２日（日）午前１０時３０分～午後３時４０分 

●ところ　総合体育文化センター多目的ホール 

●行事内容 

【キューバ映画「ビバ！　ビバ！　キューバ」の上映】 

★時　間　午前１０時３０分～正午 

【講演会「日本・キューバ関係の過去、現在、未来～お互いを学び合

う友人として～」】 

★時　間　午後１時３０分～２時４５分 

★講　師　小池康弘さん（愛知県立大学外国語学部助教授） 

【キューバ音楽ピアノ演奏】 

★時　間　午後３時～３時４０分 

★演　奏　丹羽志穂さん（ピアニスト） 

　なお、多目的ホール前ではキューバ公開映画ポスター展を行います。 

●参加費　無料 

●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２）まで。 

に　わ　し　 ほ 

こ  いけ やす ひろ 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」 

企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

を
募
集
し
ま
す 

愛
・
地
球
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業 

「
Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
　
や
っ
て
み
よ 

う
！
　
ス
ペ
イ
ン
語
」 

バ
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
ス 

平成17年6月1日 3



●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
結
婚
５０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
招
待
し
て
、
金
婚
祝
賀
会
を
開
き
ま
す
。 

　
ご
夫
婦
の
記
念
に
、
ぜ
ひ
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１１
月
２３
日
　
午
前
１０
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
内
容
　
式
典
（
祝
い
の
品
の
贈
呈
な
ど
）
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

●
対
象
　
今
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の

間
に
、
結
婚
５０
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
（
昭
和

３１
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
る
人
）
ま
た
は
、
す
で
に
結
婚
５０
年

を
迎
え
て
い
る
が
、
都
合
で
今
ま
で
に
申
し
出
て

い
な
い
ご
夫
婦
。
た
だ
し
、
１
月
１
日
現
在
引
き

続
き
１
年
以
上
市
内
に
お
住
ま
い
の
こ
と
。 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
、
各
老
人
憩
の
家
に

あ
る
「
金
婚
祝
申
請
書
」
に
、
ご
夫
婦
の
戸
籍
謄

本
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
を
確
認

し
た
う
え
で
、
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
）
。 

●
受
付
期
間
　
６
月
１
日
　
〜
７
月
１５
日
　（
土
・

日
曜
日
を
除
く
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
た
は
、
各
老
人
憩
の

家
ま
で
。 

  　 

     

ご
み
と
資
源
の
ゆ
く
え
を
探
検
！ 

　
私
た
ち
が
出
し
た
ご
み
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
？
　

ど
う
な
る
の
？
　
分
別
収
集
の
と
き
、
私
た
ち
が

色
別
に
分
け
た
び
ん
は
ど
こ
に
運
ば
れ
、
ど
の
よ

う
に
再
生
さ
れ
る
の
？
　 

　
ご
み
と
資
源
の
ゆ
く
え
を
親
子
で
探
り
、
ご
み

処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程
を
目
で
見
て
学
べ
る

楽
し
い
一
日
、
「
親
子
ご
み
探
検
教
室
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。 

夏
休
み
の
自
由
研
究
に 

　
当
日
は
、
バ
ス
の
中
で
岩
倉
市
の
ご
み
や
資
源

物
の
現
状
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
学
ん
だ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
や
ご
み
処
理

施
設
を
見
学
し
た
り
し
ま
す
（
写
真
撮
影
可
）
。

自
分
で
調
べ
た
こ
と
、
気
が
付
い
た
こ
と
と
、
配

布
資
料
を
ま
と
め
れ
ば
、
今
年
の
夏
休
み
の
自
由

研
究
に
ピ
ッ
タ
リ
で
は
？
　
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
２８
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４

時 ●
見
学
施
設
　
午
前
中
は
ガ
ラ
ス
び
ん
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
を
探
検
…
大
原
硝
子
店
（
北
島
町
）
、
石

塚
硝
子
株
式
会
社
（
川
井
町
）
。
午
後
は
ご
み
処

理
工
場
と
ご
み
の
埋
め
立
て
場
所
を
探
検
…
小
牧

岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
、
同
処
分
場
（
小

牧
市
）
。 

●
対
象
者
　
市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
と
そ
の

親
、
親
子
２
人
１
組
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
定
員
　
１５
組
（
計
３０
人
） 

　
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。 

●
そ
の
他
　
市
の
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
ま
た
、

昼
食
・
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所
や
行
程
等
詳
細
は
参
加
者
決
定
後
に
ご

連
絡
し
ま
す
。 

●
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
住
所
・
親
子
の
名
前
・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。 

●
申
込
締
切
日
　
６
月
１７
日
　（
当
日
消
印
有
効
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
（
住

所
不
要
）
岩
倉
市
役
所
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

「
親
子
ご
み
探
検
教
室
」に 

 

参
加
し
ま
せ
ん
か 

結
婚
５０
周
年
の
ご
夫
婦
を 

お
祝
い
し
ま
す 

　
　
〜
金
婚
祝
賀
会
〜 

（水） 

（水） 

（木） 

（金） 

（金） 

　岩倉市教育委員会では、学校生活への適応
が困難で、不登校およびその傾向にある市内
にお住まいの児童・生徒を対象に、適応指導
教室「おおくす」を開設しています。 
　「おおくす」では、個に応じたさまざまな
活動を通じて規則正しい生活リズムを取り戻
し、心の居場所を確保するとともに、再び学
校へ戻る活力や社会に適応して生きる力を身
につけさせることを支援しています。 
　なお、詳細については、直接適応指導教室
または、学校教育課へおたずねください。入
室については協議後に決定します。 
●開設日　月～金曜日（祝日を除く）午前９
時～午後３時（なお、夏休みなどの学校の長
期休業中は休室となります） 
●ところ　適応指導教室（中本町西出口１５
―１くすのきの家２階） 
●入室方法　在籍する学校や適応指導教室、
学校教育課と相談のうえ、在籍する学校を通
して入室の申し込みを行っていただきます。
申込用紙は市内小・中学校、学校教育課、適
応指導教室に備え付けてあります。 
●問合先　適応指導教室（☎３８―０３００）
または、学校教育課庶務係（☎３８―５８１
８）まで。 

適応指導教室「おおくす」を 
開設しています 

６月５日（日）～１１日（土）は危険物安全週間です 
　６月５日（日）から全国一斉に危険物安全週間が始まります。身近にある

灯油・ガソリン等の取り扱いや、保管には十分注意してください。　 

　一般のご家庭で、冬の間暖房器具等で使用し、残してしまった灯油は、直

接日光の当たらない風通しのよい場所で保管してください。 

　危険物を常時取り扱う事業所では｢慣れ｣による事故が発生することがあり

ます。従業員の常日ごろの取り扱いに注意するよう心掛けてください。 

　今一度、危険物の正しい取り扱いを、お互いに確認し合いましょう。 

●問合先　消防本部総務課予防防災係（☎３７─５３３３）まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

家
ま
で
。 

理
工
場
と
ご
み
の
埋
め
立
て
場
所
を
探
検
…
小
牧

　 

      

　
勤
労
青
少
年
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

●
と
き
　
７
月
１５
日
　
午
後
６
時
３０
分
ス
タ
ー
ト 

●
と
こ
ろ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
（
一
宮
市
） 

●
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
原
則
１５
歳
か
ら
４０
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年 

●
参
加
費
用
　
３
０
０
円
（
当
日
集
金
） 

●
定
員
　
１
４
０
人
（
先
着
順
） 

●
申
込
期
限
　
６
月
３０
日
　 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
市
民
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
き
ま
す
。 

●
と
き
　
６
月
２６
日
　
午
前
９
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
（
一
宮
市
） 

●
試
合
方
法
　
個
人
戦
（
順
位
は
２
ゲ
ー
ム
の
合

計
点
で
決
定
） 

　
女
性
、
６０
歳
以
上
の
人
、
小
・
中
学
生
に
は
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
前
回

ま
で
の
大
会
で
入
賞
（
優
勝
〜
６
位
）
さ
れ
た
人

は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
過
去
３
年
の
優
勝
者
に
は
、
１
ゲ
ー
ム
に
つ

き
２０
点
の
マ
イ
ナ
ス
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り

ま
す
。 

●
参
加
費
　
１
千
円 

●
表
彰
　
入
賞
、
と

び
賞
、
各
部
門
賞
、

参
加
賞 

●
対
象
　
市
内
に
お

住
ま
い
か
お
勤
め
の
人
、
お
よ
び
在
学
の
小
学
校

３
年
生
以
上
（
た
だ
し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
） 

●
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務
局（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）

ま
で
。 

       

　
今
年
も
食
中
毒
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

食
中
毒
の
原
因
に
は
病
原
性
大
腸
菌
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
予
防
の
原
則
は
食
中
毒

原
因
菌
を
「
付
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
残
さ
な

い
」
で
す
。 

　
で
は
具
体
的
に
も
う
少
し
細
か
く
ポ
イ
ン
ト
を

あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
１
…
食
品
の
購
入 

★
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
食
べ
き
れ
る
量
だ

け
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
表
示
の
あ
る
も
の
は
消
費

期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
購
入
し
た
肉
や
魚
か

ら
の
水
気
が
漏
れ
出
て
、
他
の
食
品
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て

包
み
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。 

★
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど
の
温
度
管
理
の
必
要
な
食
品

の
購
入
は
買
い
物
の
最
後
に
し
、
寄
り
道
せ
ず
、

す
ぐ
に
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
　 

●
ポ
イ
ン
ト
２
…
家
庭
で
の
保
存 

★
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
持
ち
帰
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
　 

★
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
を
過
信
せ
ず
、
食
品
の
長
期

保
存
は
避
け
、
早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
３
…
下
準
備 

★
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
は
簡

単
で
効
果
的
な
食
中
毒
予
防
で
す
。 

★
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
ま
な
板
や
包
丁
は
、

洗
っ
て
か
ら
熱
湯
を
か
け
た
後
使
う
こ
と
が
大
切

で
す
。 

★
冷
凍
食
品
な
ど
凍
結
し
て
い
る
食
品
を
調
理
台

に
放
置
し
た
ま
ま
解
凍
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

★
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
解
凍
が
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
調
理
し
ま
し
ょ
う
。 

★
ま
な
板
・
包
丁
・
食
器
・
ふ
き
ん
・
た
わ
し
・

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、
使
用
後
す
ぐ
に
、
洗
剤
と
流

水
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま
な
板
・
包
丁
・
ふ

き
ん
は
さ
ら
に
熱
湯
を
か
け
て
消
毒
、
乾
燥
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
４
…
調
理 

★
台
所
を
清
潔
に
し
、
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
乾
い

て
清
潔
な
も
の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。 

★
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、
充
分
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。 

★
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
電
子
レ
ン
ジ
用
の

容
器
を
使
い
、
調
理
時
間
に
気
を
つ
け
、
熱
の
伝

わ
り
に
く
い
も
の
は
時
々
か
き
混
ぜ
る
こ
と
も
必

要
で
す
。 

●
ポ
イ
ン
ト
５
…
食
事 

★
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

★
清
潔
な
器
具
、
食
器
を
使
い
ま
し
ょ
う
。 

★
温
か
い
料
理
は
温
か
く
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料

理
は
冷
た
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

★
調
理
前
後
の
食
品
は
室
温
に
長
く
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
６
…
残
っ
た
食
品 

★
残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
器
具
・
食
器
を
使
い
、

早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し
て
保

存
し
ま
し
ょ
う
。 

★
古
い
も
の
は
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
、
家

庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
お

腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち

が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。 

（金） 

（木） 

（日） 

勤
労
青
少
年
の
日 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を 

開
催
し
ま
す 

家
庭
で
の
食
中
毒
対
策 

適
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電話番号 業者名 所在地 

●
市
政
の
窓
●
 

岩倉市指定給水装置工事事業者一覧表 
業者名 所在地 電話番号 

　
　 

      

　
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
収
め
て
い
た
だ
く

水
道
料
金
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
使
用
水
量
に

応
じ
て
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
未

納
さ
れ
る
と
、
事
業
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
と

と
も
に
、
公
平
な
負
担
か
ら
も
問
題
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
長
期
の
未
納
者
に
対
し
て
は
、
や
む
な

く
給
水
停
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

水
道
料
金
の
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
や
コ
ン

ビ
ニ
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
２４

時
間
支
払
い
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
バ
ー
コ
ー
ド

の
な
い
納
入
通
知
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
一
部
の
店
舗
で
は
、
納
付
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

家
庭
で
の
漏
水
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　
敷
地
内
の
地
下
や
床
下
で
の
水
漏
れ
は
目
に
見

え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
家
中
の
蛇
口
を
全
部

閉
め
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー

ク
（
銀
色
の
５
㍉
程
度
の
も
の
）
を
見
て
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
回
っ
て
い
た
ら
ど
こ
か
で
水
漏
れ

を
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
し
ま
し
ょ

う
。 

　
な
お
、
水
道
課
で
は
隔
月
の
検
針
時
に
、
漏
水

の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
お
知
ら
せ
で
ご
案
内
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。 

  　 

     

　
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
水
。
蛇

口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
豊
富
に
使
え
る
水
。 

　
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
水
」
だ
け
に

そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
を
守
り
、

生
活
を
豊
か
に
は
ぐ
く
む
た
め
１
日
も
休
む
こ
と

な
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
水
道
週
間
は
、
こ
の
衛
生
的
に
安
全
な
水
を
送

り
出
す
「
水
道
」
を
考
え
、
関
心
と
理
解
を
高
め
、

水
道
の
健
全
な
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
す
る
た
め
に 

　
岩
倉
市
で
は
、
法
で
定
め
る
厳
し
い
水
質
基
準

で
管
理
さ
れ
た
安
全
で
お
い
し
い
水
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。 

●
貯
水
槽
の
管
理
を
お
忘
れ
な
く 

　
ビ
ル
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
貯
水
槽
、
高
置

水
槽
は
、
施
設
の
設
置
者
で
責
任
を
も
っ
て
管
理

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ル
な
ど
の
飲
み
水

を
安
全
で
衛
生
的
に
飲
む
た
め
に
は
、
１
年
に
１

回
以
上
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

●
上
水
道
工
事
の
申
し
込
み
は
、
岩
倉
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ 

　
建
物
を
新
築
し
給
水
が
必
要
な
場
合
や
、
増
改

築
な
ど
で
水
道
管
の
太
さ
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
、
岩
倉
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
通
じ
て
水
道
課
に
上
水
道
工
事
の
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
施
設
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。 

     

水
道
週
間 

水
道
水
　
ま
ち
の
す
み
ま
で 

未
来
ま
で 

　
　
　 
６
月
１
日
　
〜
７
日
　 

水
道
料
金
の
期
限
内
納
付
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

（水） 

伊藤水道工業㈱岩倉支店 中本町古市場 ３７―１３４５ 

㈱江口組 中本町西出口 ６６―５１０８ 

栗本土木㈱ 八剱町 ６６―３３３３ 

桑原鉄工所 曽野町中街道 ３７―０４７８ 

㈲小森管工 神野町川添 ３７―５８２３ 

桜井工業㈱ 西市町西野々 ３７―２２０５ 

昭和土建㈱岩倉支店 大地新町一丁目 ３７―６６２５ 

関戸工業㈱ 西市町桝東 ６６―６３３６ 

大興建設㈱岩倉支店 新柳町一丁目 ６６―０７９２ 

㈱大栄企業 中本町南白山 ６６―３３２１ 

㈱タテビシ 本町宮東 ３７―２７３４ 

中日土木㈱岩倉支店 八剱町 ６６―７７５８ 

㈱長谷川組岩倉支店 稲荷町羽根 ６６―５２２９ 

㈲八信建設 八剱町樋口 ３７―３９６２ 

㈱間瀬設備工業 旭町二丁目 ３７―５７６７ 

㈱松本工務店 大市場町順喜 ６６―１１６８ 

御幸建設㈱岩倉支店 本町上郷前 ６６―７０１３ 

㈲ユタカ設備 下本町西沼 ６６―１８６０ 

㈱小川工業 江南市高屋町 ５５―９０４１ 

㈲日野設備 一宮市緑三丁目 ０５８６―２４―２４５１ 

㈱吉村商会 一宮市緑一丁目 ０５８６―２４―３８０１ 

㈲ダイワ設備 名古屋市西区 ０５２―５０４―６１８０ 

小島設備 小牧市大字久保一色 ０５６８―４１―３４３４ 

水道センター㈱岩倉支店 八剱町寺山 ３８―６５０２ 

ハヤカワ工業㈱ 一宮市桜二丁目 ０５８６―７１―４４７５ 

㈱佐藤水工社 小牧市小木五丁目 ０５６８―７３―４１９１ 

㈱岩倉工務店 北島町九反畑 ６６―７７１１ 

船橋設備㈱ 一宮市下沼町 ０５８６―７１―３００２ 

旭建設㈱ 一宮市萩原町　 ０５８６―７１―２１５１ 

㈲佐藤設備 西春日井郡師勝町 ０５６８―２２―５７２６ 

㈱吉田冷暖房工業所 名古屋市北区 ０５２―９０１―４４７６ 

井戸惣工業㈱ 江南市東野町 ５６―２４７２ 

中部オーケー商事㈱ 名古屋市名東区 ０５２―７０４―２５８８ 

サカイ技研㈱一宮工場 一宮市丹陽町 ０５８６―８１―５６５０ 

㈱ジェーケー・サービス 江南市古知野町 ５４―０５００ 

㈲大永設備 西春日井郡西春町 ０５６８―２２―８２１９ 

㈲今井工業所 一宮市桜一丁目 ０５８６―７２―７７１２ 

㈱水野設備 犬山市字巾廻り ０５６８―６７―２５３４ 

フルタハウジング㈱ 小牧市大字三ツ渕 ０５６８―７７―８０３９ 

㈲内田水道設備工事店 小牧市若草町 ０５６８―７５―０８４８ 

㈲戸松設備工業 一宮市昭和一丁目 ０５８６―４４―７０４１ 

㈱三学エンジニア 名古屋市名東区 ０５２―７８２―２２６０ 

後藤設備 一宮市泉一丁目 ０５８６―７２―８５６１ 

明生工業 一宮市大字春明字山前 ０５８６―７６―２９３５ 

㈲富田設備 名古屋市守山区 ０５２―７９１―４６７６ 

㈱富士総合設備事務所 半田市岩滑中町 ０５６９―２２―３２８２ 

㈲新井工業 新柳町二丁目 ３７―０３５３ 

㈱光栄設備 大府市共西町 ０５６２―４８―３３４４ 

㈲岡田工業 海部郡蟹江町 ０５６７―９５―８６８３ 

双伸工業㈱ 名古屋市中川区 ０５２―４１２―４２２１ 

㈲永田設備工業 一宮市今伊勢町 ０５８６―４６―２８８８ 

㈱山新設備 津島市唐臼町 ０５６７―３１―０４２７ 

協立設備工業㈱ 名古屋市千種区 ０５２―７５１―２００４ 

（　） 
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●
市
政
の
窓
●
 

　 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
今

後
の
高
齢
者
福
祉
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
懇
話
会
を
設
置
し
、
そ
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。 

●
募
集
人
数
　
３
人 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
６０
歳
以
上
の

人 

●
任
期
　
２
年 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
に
用
意
し
て
あ
る
応

募
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
作
文

等
に
よ
り
選

考
し
ま
す
）
。 

●
申
込
期
限 

６
月
１５
日
　 

●
申
込
・
問

合
先
　
生
き

が
い
課
ふ
れ

あ
い
係
（
☎

３
８
―
５
８

１
１
）
ま
で
。 

高
齢
者
福
祉
の
あ
り
方
懇
話 

会
委
員
を
募
集
し
ま
す 

（水） 

下 本 町  

大 市 場 町  

中 本 町  

中 野 町  

東 町  

本町（上市場） 

本町（北　口） 

本町（門　前） 

西 市 町  

新 柳 町  

新柳町１区  

鈴 井 町  

泉 町  

八 剱 町  

井 上 町  

神 野 町  

平成１７年度の区長の皆さんをお知らせします 
 

６６―１０５３ 

３７―１６６７ 

３７―６２２７ 

６６―１１９２ 

３７―０１８２ 

３７―０５１６ 

３７―５２７２ 

３７―３９５８ 

３７―１７９４ 

６６―８４１７ 

６６―５９５１ 

３７―６４７６ 

６６―４１０１ 

３７―２８８４ 

３７―４８０８ 

６６―６８８０ 

谷口政彦 大市場町順喜８９ 

長崎守孝 下本町城址２７―１ 

中本町出口白山１６―３ 

東町東市場屋敷８７ 

中野町御山寺１１―９ 

本町上郷８３ 

本町畑中２４ 

本町上郷前２８―２ 

宮前町二丁目３６ 

新柳町一丁目９ 

宮前町三丁目５６ 

泉町南新溝廻間１３―１２ 

八剱町城屋敷３４４４―４ 

井上町４３１ 

神野町２８４ 

●問合先　行政課行政係（☎３８―５８０４）まで。 

新柳町一丁目３５―１ 
ヒューマンアイランド岩倉B―２１２ 

岩津義美 

石黒弘光 

吉田充宏 

小森憲一 

加藤勝郭 

大野　　 

杉浦八朗 

中村　三 

宇野宏司 

伊藤辰夫 

緒方　胖 

寺澤克志 

舩橋靖明 

丹羽明男 

北 島 町  

石 仏 町  

野 寄 町  

中 央 町  

大 地 町  

川 井 町  

大 山 寺 町  

稲 荷 町  

曽 野 町  

五 条 町  

南 新 町  

東新町１区  

東新町２区  

東新町３区  

東新町４区  

東新町５区  

６６―２５８９ 

３７―０１０８ 

３７―５８９６ 

３７―３３１５ 

３７―１４７８ 

３７―６９１０ 

３７―２３２３ 

３７―２６７９ 

３７―１２７９ 

３７―６６９８ 

３７―７１３０ 

３７―６６３３ 

３７―７３９４ 

６６―７８２２ 

３７―７３６９ 

６６―４０３８ 

濱田　孝 石仏町天王５―１２ 

田中清貞 北島町１３１９―３ 

野寄町９９１ 

大地新町一丁目６４ 

中央町二丁目２８―３ 

川井町１３２６ 

大山寺元町６―１ 

稲荷町半田６５８―２ 

曽野町７８ 

五条町大下１５６０―１ 
曽野団地１―２０３ 

東新町岩倉団地５０―１０１ 

東新町岩倉団地６２―３０４ 

東新町岩倉団地４０―２０３ 

東新町岩倉団地３８―３０３ 

東新町岩倉団地５４―１０３ 

南新町三反田９８４―６２ 

野田　勝 

櫻井宣行 

　田幹男 

浅田　　 

櫻井勝男 

吉田朋正 

河村芳彦 

安倍暁宣 

上山　修 

野村信子 

村山英一 

樫内久枝 

児玉壽　 

市原治郎 

平成１７年４月１日現在 

区　名 区長名 住　　　所 電話番号 区　名 区長名 住　　　所 電話番号 

風しんの予防接種を 
受けていない人へ 

　風しんは、感染してから１４～２１日の潜伏期間の後、発熱

とともに全身に淡い発疹が出現します。この症状は通常３日程

度で消失し、発熱は微熱程度で終わることも多くあります。そ

の他の症状として耳の後ろや頚部、後頭下部のリンパ節がはれ

ることも特徴です。 

　妊娠初期の女性が風しんにり患すると、胎児に感染し、出生

児が先天性風しん症候群を発生することがあります。妊娠２か

月以内の場合、出生児は、白内障、先天性の心臓病、難聴の２

つ以上の障害を持って生まれてくることが多く、妊娠３～５か

月に感染した場合でも難聴が多くみられます。特にこれから妊

娠する予定であって風しんにかかったことがない人や予防接種

を受けていない人は、予防接種によって先天性風しん症候群の

発生を防止できますので、予防接種を受けることをお勧めしま

す（費用は本人負担になります）。 

　また、接種については直接医療機関にお問い合わせください。 

　１歳～７歳６か月までの人は、保健センターで実施していま

すので、広報または、予防接種実施計画表をご確認のうえ、体

調の良い時に接種しましょう。 

●問合先　保健センター（☎３７―３５１１）まで。 
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市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

　
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
高

揚
を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
４
月

１
日
か
ら
開
始
し
た
助
成
金
制
度
で
、
世
帯
で
新

た
に
防
犯
対
策
を
行
っ
た
場
合
、
経
費
の
一
定
額

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
わ
が
家
の
防
犯
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
外
国

人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
（
一
世

帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
） 

●
対
象
と
な
る
も
の 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
錠
を
交
換

ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー
、
ガ
ー

ド
プ
レ
ー
ト
等
を
取
り
付
け
る
こ
と
。 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た
は
、
防

犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等
を
取
り
付
け
る

こ
と
。 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
取
り
付
け
る
こ
と
。 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
を
取
り
付
け
る
こ
と
。 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

ま
た
は
、
照
明
灯
を
取
り
付
け
る
こ
と
。 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転

車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま
た
は
、
盗
難

防
止
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と
。 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
く
こ
と
。 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円 

●
申
請
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
（
平
成

１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策
は
対
象
外
） 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
置
い
て
あ
る
申
請
書
に

記
入
し
、
品
物
等
が
わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
行

政
課
交
通
防
犯
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
４
）
ま
で
。  

　 

      

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
本
人

確
認
の
た
め
の
身
分
証
で
す
。
顔
写
真
の
な
い
も

の（
Ａ
様
式
）と
顔
写
真
付
き
の
も
の（
Ｂ
様
式
）

と
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
顔
写
真
付
き
住
基
カ

ー
ド
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
よ
う
に
、
身
分
証

明
書
と
し
て
、
銀
行
口
座
の
新
規
開
設
の
時
や
書

留
郵
便
の
受
け
取
り
の
時
な
ど
に
本
人
確
認
書
類

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
申
請
し
て
い
た
だ
く
時
に
、
公
的
な
写
真
付
き

身
分
証
を
お
持
ち
の
場
合
は
即
日
交
付
で
き
ま
す

が
、
公
的
な
写
真
付
き
身
分
証
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
公
的
な
写
真

付
き
身
分
証
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
申
請
後
、

交
付
通
知
書
兼
回
答
書
を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

後
日
、
配
達
さ
れ
た
そ
の
回
答
書
を
持
参
し
て
い

た
だ
き
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

●
持
参
す
る
も
の 

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
公
的
機
関
が

発
行
し
た
写
真
付
き
の
証
明
書
（
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
申
請
後
に
郵
送
す
る
交
付
通
知
書
兼
回

答
書
と
健
康
保
険
証
な
ど
の
証
明
書
） 

②
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正

面
、
無
背
景
の
写
真
（
縦
４５
㍉
㍍
、
横
３５
㍉
㍍
以

内
で
頭
部
の
輪
郭
が
２０
㍉
㍍
の
正
方
形
に
収
ま
ら

な
い
も
の
） 

※
写
真
が
な
い
人
は
窓
口
で
直
接
撮
影
し
て
作
成

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

③
手
数
料
５
０
０
円 

●
そ
の
他
の
注
意 

　
申
請
は
本
人
申
請
が
原
則
で
す
が
、
代
理
人
ま

た
は
、
郵
送
に
よ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
で
も
、
申
請
時
か
受
取
時
の
ど
ち
ら
か

は
本
人
が
窓
口
へ
来
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
１５
歳
未
満
の
人
は
、
法
定
代
理
人
で

な
い
と
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
し 

て
い
ま
す 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交 

付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

花のあるまちづくりコンテスト審査結果を 
お知らせします 
　岩倉市では、花のあるまちづくり事業の一環として、「花

のあるまちづくりコンテスト」を実施しました。 

　多彩なアイデアや工夫にあふれた素晴らしい作品２４点が

応募され、写真による第１次選考と現地調査によって、入選

１３点（うち最優秀賞１点、優秀賞２点）、佳作１１点が決

定しましたのでお知らせします。 

受賞者（敬称略） 

★最優秀賞…井上みつゑ（八剱町） 

★優秀賞…槌谷波津代（西市町）、門脇守男（鈴井町） 

★入選…坪井輝子（神野町）、丹羽淳子（神野町）、高橋和

美（本町）、東海徳子（本町）、滝川玲子（大地町）、水田

黎子（東新町）、木村百合子（大地町）、末吉圭子（下本町）、

江川美津恵（曽野町）、近藤和代（曽野町） 

　また、入選作品の写真展を次のとおり開催しますので、ぜ

ひ、ご覧ください。 

【入選写真展】 

●と　き　６月２７日（月）～７月３日（日）午前８時３０

分～午後９時(２７日は午前１０時から、３日は午後５時ま

で) 

●ところ　市役所２階市民ギャラリー 

●問合先　都市計画課計画係（☎３８―５８１４）まで。 

いのうえ え 

つち や    は   つ   よ かどわき　もり　お 

つぼ い  てる  こ に　わ じゅん  こ たか はし かず 

とう かい のり  こ たき がわ れい  こ みず  た み 

れい  こ き  むら  ゆ   り   こ すえ よし けい  こ 

え  がわ  み   つ   え こん どう かず よ 
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⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

　
申
請
し
て
い
た
だ
く
時
に
、
公
的
な
写
真
付
き

　 

      

　
昨
年
は
、
新
潟
豪
雨
を
始
め
、
１０
月
２３
日
の
新

潟
県
中
越
地
震
、
１２
月
２６
日
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
な
ど
が
発
生
し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
福
岡

県
西
方
沖
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
大
規
模
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
災
害
で
は
、
逃
げ
遅
れ
て
犠
牲
と
な

っ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
障
害
者
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
災
害
時
に

迅
速
に
援
護
を
必
要
と
す
る
人
（
災
害
時
要
援
護

者
）
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
等
を
的
確
に
行
う

た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。 

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ
の
登
録 

　
災
害
時
に
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、
救
出
、

避
難
誘
導
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
は
、
自
主
防
災

会
を
は
じ
め
地
域
の
関
係
団
体
等
に
援
護
を
必
要

と
し
て
い
る
人
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
個
人
情
報
の
問
題
が
あ
る
た
め
、

本
人
ま
た
は
家
族
等
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
災
害

時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
で
も
申
し
出
が
な
け
れ
ば
、
名
簿

に
登
録
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
は
、
岩
倉
市
と

各
自
主
防
災
会
で
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。 

●
対
象
者
　
被
災
時
に
支
援
者
の
い
な
い
次
の
①

か
ら
⑤
に
該
当
す
る
人 

①
介
護
保
険
で
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人 

②
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り 

③
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
、
療
育
手
帳

（
Ａ
判
定
）
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）
を
お
持
ち
の
人 

④
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
外
国
人 

⑤
①
〜
③
の
人
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
人 

●
登
録
の
受
付
場
所
　
市
民
窓
口
課
、
福
祉
課
、

生
き
が
い
課
、
児
童
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康

課
）
、
消
防
署
（
消
防
本
部
）
　 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。 

　 

      

　
国
民
年
金
に
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
支

払
い
を
猶
予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
１７
年
度
か
ら
対
象
校
が
増
え
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者
　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し

て
強
制
加
入
と
な
っ
て
い
る
２０
歳
以
上
の
学
生
で

本
人
の
前
年
所
得
額
か
ら
各
種
控
除
後
の
金
額
が

１
１
８
万
円
以
下
の
場
合
。 

　
た
だ
し
、
各
種
学
校
な
ど
で
、
修
業
年
限
が
１

年
未
満
の
学
校
に
通
う
学
生
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
持
ち
物
　
年
金
手
帳
・
印
鑑
・
学
生
証
（
ま
た

は
、
在
学
証
明
書
） 

●
承
認
期
間
　
４
月
〜
翌
年
３
月
（
承
認
さ
れ
れ

ば
期
間
の
始
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
） 

承
認
さ
れ
る
と
… 

①
万
一
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
で

も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
「
障
害

基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

②
承
認
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。 

③
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
る
と
き
は
、
管

轄
の
社
会
保
険
事
務
所
に
連
絡
し
て
納
付
書
を
取

り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
３
年
目
以
降
に
納
め
る
と

き
は
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
の
で
、

早
め
に
納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係
年
金
担
当

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
た
は
、
一
宮
社
会
保

険
事
務
所
（
☎
０
５
８
６
―
４
５
―
１
４
１
１
）

ま
で
。 

「
岩
倉
市
災
害
時
要
援
護
者 

名
簿
」へ
の
登
録
は
お
済
み
で 

す
か 

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納 

付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ 

さ
い 

　

　

受

★

★

★

　

分

公共用地取得にご協力ください 

　道路をはじめ、河川、下水道、公園等の社会資本を整

備するためには多くの土地が必要です。そこで地域の皆

さんにお願いして大切な土地を使わせていただくことに

なります。 

　安らぎと潤いのあるまちづくりに皆さんの深いご理解

と温かいご協力をいただけますよう、お願いします。 

●問合先　土木課道路係（☎３８―５８１３）まで。 

「市民活動情報コーナー」をご利用ください 「市民活動情報コーナー」をご利用ください 
　市内でボランティア等の社会的な活動をす

る市民団体（宗教・政治活動は除く）のチラ

シやパンフレット、情報誌等による情報発信

を行うことを目的に、市役所１階の情報サロ

ンに「市民活動情報コーナー」を設置してい

ます。 

　ご希望の団体は、利用要項（情報サロンに

置いてあります）に沿ってご利用ください。 

●問合先　企画課企画係（☎３８―５８０２）まで。 
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豊
か
な
食
生
活
と
か
ら
だ
を
動
か
さ
な
く
て
す

む
便
利
な
生
活
に
よ
り
、
糖
尿
病
予
備
軍
の
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
生
活
習
慣
と
の
関
連
を
知
り
ま
し
ょ
う
。 

●
と
き
　
６
月
２２
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室 

●
内
容
　
講
演
「
糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
」 

●
講
師
　
井
上
洋
さ
ん（
犬
山
中
央
病
院
副
院
長
）

●
対
象
　
糖
尿
病
予
防
に
関
心
の
あ
る
人 

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
直
接
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。
　 

        

　 

      

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
伝
統
あ
る
日
本
文
化

に
気
軽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の

機
会
に
ご
家
庭
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
と
お
り
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
６
月
１９
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
（
雨
天

決
行
） 

●
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家
（
大
地
町
野

合
５１
☎
３
８
―
６
１
０
１
） 

●
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円（
お
抹
茶
と
お
菓
子
） 

●
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
吉
澤
社
中 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学

習
課
内
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

  

　 

      

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

を
市
役
所
の
駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。 

　
「
野
菜
の
広
場
」
も
新
鮮
採
れ
た
て
の
野
菜
を

販
売
す
る
予
定
で
す
。 

●
と
き
　
６
月
１９
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
（
雨
天

の
場
合
は
６
月
２６
日
　
に
延
期
） 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
中
は
、
駐
車
場
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
来
場
は
徒
歩
ま
た
は
、
自

転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

  
講
演
会 

 

「
糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
」 

史
跡
公
園
月
釜 

い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

（水） 

（日） 

（日） （日） 

消防テレホンサービス 
☎３８―３１１９ 

　「あっ！　火事だ。場所はどこだろう

？」そんな時、消防テレホンサービスを

ご利用ください。　 

　消防署では、火災発生時、市民の皆さ

んに発生場所等を消防テレホンサービス

でお知らせしています。 

　１１９番での問い合わせは、他の緊急

通報に支障をきたすことになりますので、

消防テレホンサービスをご利用ください。 

消防車・救急車が早く出動できるように 
　火災および救急等の通報は、次のこと

についてお聞きをしますので、ご協力を

お願いします。 

★落ち着いて正確に 

★火災、救急等をはっきりと 

★場所、目標物を明確に 

★事故等の内容をくわしく 

★あなたの住所、氏名、電話番号をお聞

きします。 

●問合先　消防署消防係（☎３７―５３

３３）まで。 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児
童コーナー、２階には市民ギャラリーやレストラン
など、市民の皆さんに利用していただけるスペース
があります。皆さん、ぜひ、ご利用ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜
日、祝日、年末および年始は休みです）ただし、レ
ストランの営業時間は、振替休日を除く月～土曜日
の午前９時から午後６時までです。 

ミニステージ 
【ロビーコンサート　津軽三味線の世界】 
●と　き　６月２６日（日）午前１０時３０分～
１１時３０分 

●出演者　舩橋靖和（舩橋楽器資料館館長） 
●主な曲　津軽じょんがら節／青森、花笠音頭／
山形、会津磐梯山／福島　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８
１９）まで。 

●と　き　６月１３日（月）～１９日（日） 
●問合先　五十嵐（☎３７―４４６５）まで。 

●と　き　６月２０日（月）～２６日（日） 
●問合先　桜井（☎３７―０７６２）まで。 

●と　き　６月２７日（月）～７月３日（日） 
●問合先　都市計画課計画係（☎３８―５８１４）まで。 

市民ギャラリー 
【デジカメ写真展】 

【岩倉市絵画協会展】 

【花のコンテスト写真展】 

ふなはしやすかず 

い
の
う
え
ひ
ろ
し 

　市民の皆さんに、気軽に自然に触れ合っていただくため、コスモス作
りを行います。その参加者を募集します。コスモス作りは、農家の指導
で参加者が共同で行います。 
　第１回は、種まきを予定しています。 
●と　　き　６月１１日（土）午前９時～（雨天の場合は６月１８日（土）) 
●と こ ろ　東町白山２５２（現地集合） 
●申込方法　６月１０日（金）までに電話でお申し込みください。 
●参 加 料　無料 
●作業内容　コスモスの種まき 
●準備する物　長靴・手ぶくろ 
●申込・問合先　商工農政課農政係（☎３８―５８１２)まで。 

コスモス作りに参加してみませんか 

平成17年6月1日 10
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・ＰＨは、５．８～８．６が適性数値。1（酸性）⇔７（中性）⇔１４（アルカリ性） 
・ＢＯＤは、水がどの程度汚れているかを示す基準。水中の有機物質等が微生物によって分解される際に消費される酸素の量を表したもの。 
・ＣＯＤは、水中の有機物質等を酸化剤で酸化し、このため消費された酸素の量を表したもの。 
・ＳＳは、水中に浮遊している不溶解性物質の量。 
・ＤＯは、水中に溶けている酸素の量。Ｔ－Ｐは全リン、Ｔ－Ｎは全窒素、Ｃｄはカドミウムを表しています。 
・透視度は、数値が高いほど水が澄んでいることを表します。 

平成１６年度　公共用水域水質調査結果 

（注） 

6月は環境月間です6月は環境月間です

―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

消

　

ご

　

ん

で

　

通

消

消
　

に

お

★

★

★

★

★

き

●

河川等名 

五条川 

矢戸川 

新堀用水 

江川用水 

一之杁 
用水 

野寄川 

地点名 

井上橋 
 

豊国橋 
  

待合橋 
 

長野橋 
 

大市場橋 
 

大山寺 
住宅 

川井町 
地内 

石塚硝子 
南 

クリーン 
センター 
入口 

時期 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

PH（水温） 

6.7（22℃） 

7.0（18℃） 

6.6（22℃） 

7.0（19℃） 

6.7（22℃） 

7.0（19℃） 

6.8（23℃） 

7.1（20℃） 

6.8（24℃） 

7.3（20℃） 

6.6（22℃） 

7.4（19℃） 

6.7（22℃） 

8.1（20℃） 

6.7（23℃） 

7.3（20℃） 

6.8（23℃） 

7.4（20℃） 

BOD 
（㎎/l） 
4.5

2.8

6.3

4.7

2.4

1.8

4.8

2.4

5.2

1.8

6.2

32.0

3.7

4.9

2.5

13.0

4.8

12.0

COD 
（㎎/l） 
4.0

4.8

5.7

5.8

5.4

5.6

7.2

3.8

7.7

6.8

6.8

9.9

7.4

6.7

5.2

14.0

6.1

10.0

DO 
（㎎/l） 
6.3

7.2

6.2

8.1

8.4

8.2

7.4

9.6

8.7

9.8

3.0

2.3

7.6

12.4

8.0

4.2

9.1

9.6

T-P 
（㎎/l） 
0.23

0.32

0.43

0.37

0.36

0.54

0.44

2.80

0.25

0.65

0.32

1.70

0.35

0.25

0.24

4.20

0.28

0.24

T-N 
（㎎/l） 
1.9

8.5

3.8

8.3

2.3

6.3

1.5

4.7

1.2

3.3

2.6

14.0

1.7

2.6

1.9

12.0

1.8

7.1

SS 
（㎎/l） 

2

3

5

6

11

2

26

1

11

1

3

8

8

13

8

6

13

2

Cd 
（㎎/l） 
0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

透視度 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

26度 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

6月は環境月間です6月は環境月間です

　６月５日は環境の日です。これは、１９７２年６月５日からストックホルムで開催された「国
連人間環境会議」を記念して定められたものです。国連では、日本の提案を受けて６月５日を
「世界環境デー」と定め、日本では「環境基本法」（平成５年）で「環境の日」を定めています。 
　また、日本では平成３年度から６月の１か月間を「環境月間」としています。 
　岩倉市では、五条川と五条川に流れ込む用水の水質調査を毎年行っています。 
　五条川は、市民の皆さんに四季折々の顔を見せてくれます。五条川は、皆さんにとって身近な
存在であり、守っていかなければならない大切な自然の一つです。 
　今一度、水の大切さ、自然のすばらしさについて考えてみてはいかがでしょうか。 
　平成１６年度の調査結果は、表のとおりです。 
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今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
し

た
。
今
年
前
半
は
Ｂ
型
、
後
半
Ａ
型
が
流
行

し
た
た
め
２
回
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患

し
た
患
者
さ
ん
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
期
間

中
多
く
の
質
問
を
受
け
ま
す
が
、
今
回
は
、

代
表
的
な
質
問
に
答
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

質
問
１ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
は
、
ど
こ
が
違
う

ん
で
す
か
？ 

　
中
年
以
上
の
男
性
に
多
い
質
問
で
す
。 

　
症
状
に
は
多
少
の
類
似
性
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
ウ

イ
ル
ス
が
違
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
る
感

染
症
で
、
急
に
発
症
す
る
３８
度
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
に
加
え
て
、
咽
頭

痛
、
鼻
汁
、
せ
き
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま

す
。
乳
幼
児
、
高
齢
者
は
肺
炎
な
ど
合
併
症

を
併
発
し
た
り
す
る
と
最
悪
の
場
合
死
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
か
ぜ
は
、「
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
」
や
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
の
感
染
に
よ
っ
て
起

こ
り
咽
頭
痛
、
鼻
汁
、
せ
き
な
ど
の
症
状
が

中
心
で
、
全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く
な

く
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
基
本
的
に

は
流
行
性
疾
患
で
あ
り
、
一
旦
流
行
が
始
ま

る
と
、
短
期
間
に
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

膨
大
な
数
の
人
が
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
点

で
も
普
通
の
か
ぜ
と
は
異
な
り
ま
す
。 

質
問
２ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
の

に
な
ぜ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
の
？ 

　
お
母
さ
ん
方
に
多
い
質
問
で
す
。 

　
日
本
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
含

ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
株
は
、
シ
ー
ズ
ン
前
の
人

々
の
抗
体
保
有
状
況
、
昨
シ
ー
ズ
ン
や
世
界

各
国
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
状
況
を
考
慮

し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
推
奨
株
を
参
考
に
毎
年
専
門

家
会
議
の
結
果
を
受
け
て
厚
生
労
働
省
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。 

　
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
は
、

Ａ
型
２
種
類
お
よ
び
Ｂ
型
１
種
類
が
含
ま
れ

て
お
り
、
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
（
ソ
連
）
、
Ａ
／

Ｈ
３
Ｎ
２
（
香
港
）
、
Ｂ
型
の
い
ず
れ
の
型

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

　
ワ
ク
チ
ン
は
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
株
を
予

測
し
て
生
産
さ
れ
ま
す
が
、
流
行
す
る
ウ
イ

ル
ス
株
に
は
わ
ず
か
な
変
化
が
常
に
見
ら
れ

毎
年
変
わ
り
、
そ
の
抗
原
性
の
多
少
の
変
化

が
毎
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
起
こ

し
、
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
減
少
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。 

質
問
３ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
き
解
熱
剤

を
使
用
し
た
ほ
う
が
良
い
の
？ 

　
若
い
お
母
さ
ん
方
に
多
い
質
問
で
す
。 

　
解
熱
剤
に
は
、
１５
歳
未
満
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
患
者
へ
は
投
与
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
ア
ス
ピ
リ
ン
」
な

ど
の
サ
リ
チ
ル
酸
系
解
熱
鎮
痛
薬
、
ジ
ク
ロ

フ
エ
ナ
ク
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
解
熱
剤
、
メ

フ
ェ
ナ
ム
酸
を
使
っ
た
解
熱
剤
。
こ
れ
ら
の

解
熱
剤
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
炎
・
脳
症

を
発
症
し
た
患
者
で
、
使
用
し
な
か
っ
た
患

者
群
と
比
較
し
て
死
亡
率
が
高
い
と
報
告
さ

れ
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
熱
に
対
し
て
、よ
り
危
険
性
の
少
な
い

「
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
」
が
現
在
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
成
人
の
解
熱
剤
投
与
に
関
し
て
は
、
医
師

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
薬
剤
の

作
用
機
序
は
同
じ
で
あ
る
た
め
慎
重
を
期
す

べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
お
話 岩

倉
市
医
師
会
　
伊
藤
義
巳 

健　康 
講　座 
健　康 
講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

 

武
道
で
す
！ 

岩
倉
東
武
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
岩
倉
東
武
館
は
、
岩
倉
東
小
学
校
の
新
し

く
な
っ
た
体
育
館
で
、
火
・
木
曜
日
の
週
２

回
け
い
こ
し
て
い
ま
す
。
教
室
開
始
当
時
か

ら
の
先
生
と
、
卒
業
生
の
２
人
で
指
導
し
て

い
ま
す
。 

　
東
武
館
は
、
３５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

卒
業
生
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
者
、
全

国
大
会
出
場
者
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

子
ど
も
の
数
の
減
少
と
と
も
に
生
徒
数
も
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。
男
女
比
は
、
半
々
で
す
。 

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
！
　
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

　
東
武
館
で
は

剣
道
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
教
え

て
い
る
の
で
は

な
く
、
「
剣
道

は
剣
の
理
法
の

修
練
に
よ
る
人

間
形
成
の
道
で

あ
る
」
と
い
う
理
念
の
基
に
、
厳
し
い
け
い

い
　  

と 

う   

よ 

し    

み 

り
　

か
ん 

い
ん
と
う 

No.15
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愛
知
県
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ 

不
当
（
架
空
）
請
求
の 

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
！ 

　
平
成
１６
年
度
に
、
愛
知
県
尾
張
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
に
寄
せ
ら
れ
た
消
費
生
活
相
談
件
数

５
千
９
５
４
件
の
う
ち
「
不
当
（
架
空
）
請

求
」
の
相
談
件
数
は
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

不
当
（
架
空
）
請
求
は
無
視
し
よ
う 

①
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求 

相
談
の
概
要 

　
全
く
身
に
覚
え
が
な
い
『
「
有
料
サ
イ
ト

情
報
料
」
や
「
総
合
消
費
料
金
」
「
化
粧
品

の
通
信
販
売
代
金
」
な
ど
が
未
払
い
で
あ
る
。

払
わ
な
け
れ
ば
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
。

家
ま
で
取
り
に
行
く
。
ま
た
は
、
訴
訟
の
手

続
き
を
し
た
。
す
ぐ
に
連
絡
す
る
よ
う
に
』

な
ど
と
書
か
れ
た
は
が
き
が
、
債
権
管
理
会

社
や
法
律
事
務
所
な
ど
を
名
乗
る
者
か
ら
届

い
た
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。 

対
処
方
法 

　
何
ら
か
の
方
法
で
、
名
簿
を
入
手
し
た
者

が
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
、
氏
名

に
無
差
別
に
送
り
つ
け
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
全
く
根
拠
の
な
い
架
空
の
請
求
で

す
。 

　
連
絡
を
し
て
し
ま
う
と
、
電
話
番
号
な
ど
、

新
た
な
個
人
情
報
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
と

な
り
ま
す
し
、
脅
し
を
受
け
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
絶
対
、
連
絡
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。 

裁
判
手
続
き
を
悪
用
し
た
架
空
請
求

に
は
注
意
が
必
要
で
す 

　
裁
判
所
か
ら
届
い
た
通
知
が
本
物
の
場
合

は
、
無
視
せ
ず
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
本
物
か
ど
う
か
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
本
物
は
、
「
特
別
送
達
」
と
記
載
さ
れ
た
、

裁
判
所
の
名
前
入
り
の
封
書
で
送
付
さ
れ
、

は
が
き
な
ど
の
よ
う
に
郵
便
受
け
に
投
げ
込

ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、
受
取
り
の
際
は
、
郵

便
職
員
か
ら
署
名
ま
た
は
押
印
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
「
支
払
督
促
」
や
「
小
額
訴

訟
の
呼
出
状
」
に
は
「
事
件
番
号
」
・
「
事

件
名
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
物
の
通
知
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
通
知
に
書
か
れ
た
連
絡
先
に
は
絶
対
に

連
絡
し
な
い
で
、
電
話
帳
や
消
費
生
活
相
談

な
ど
で
裁
判
所
の
連
絡
先
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。 

②
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
不
当
請
求

（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
商
法
） 

相
談
の
概
要 

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
検
索
中
に
有
料
サ
イ
ト
に
繋
が
っ

て
し
ま
い
、
画
面
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
「
入

会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
な
り
、
Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
、
固
体
識
別
番
号
の
表
示
が
で

た
。
利
用
料
金
５
万
円
を
３
日
以
内
に
支
払

わ
な
い
と
固
体
識
別
番
号
か
ら
氏
名
、
住
所

を
調
べ
、
延
滞
金
を
加
算
し
て
請
求
す
る
と

の
記
載
と
な
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。 

対
処
方
法 

　
ク
リ
ッ
ク
行
為
に
消
費
者
の
申
し
込
み
の

意
思
が
な
く
、
事
業
者
側
が
操
作
ミ
ス
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
も
講
じ
て
い
な
く
て
、

勝
手
に
登
録
さ
れ
た
場
合
は
、
契
約
は
成
立

し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
固
体
識
別
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
か
ら
氏
名
や
自
宅
住
所
な
ど
が
特
定

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
に
連

絡
す
る
と
電
話
番
号
が
知
ら
れ
た
り
新
た
な

個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
高
齢
者
の

相
談
も
増
加
し
て
い
ま
す 

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、 

●
不
要
な
ら
ば
は
っ
き
り
「
い
り
ま
せ
ん
」

と
断
る 

●
そ
の
場
で
契
約
し
た
り
、
お
金
を
渡
さ
な

い ●
契
約
後
で
も
あ
き
ら
め
な
い
（
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
制
度
を
使
う
な

ど
解
約
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
） 

と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
困
っ
た
時
は
、尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ（
☎

０
５
８
６
―
７
１
―
０
９
９
９
）
、
市
民
相

談
室
（
☎
３
８
―
５
８
２
２
）
な
ど
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

間
形
成
の
道
で

あ
る
」
と
い
う
理
念
の
基
に
、
厳
し
い
け
い

こ
の
中
で
我
慢
す
る
こ
と
、
感
謝
の
心
を
持

つ
こ
と
、
そ
し
て
、
縦
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
礼
儀
を
重
ん
じ
る
武
道
を
教
え
て
い
ま

す
。 

　
門
下
生
は
、
試
合
と
昇
級
段
審
査
と
い
う

具
体
的
な
目
標
も
あ
り
、
厳
し
い
け
い
こ
を

し
て
い
ま
す
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
楽
し
い
行
事
も
あ
り
、
苦
楽

を
共
に
す
る
家
族
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
剣
道
を
通
し
て
一
生
の
友
達
を
作
っ
て
く

れ
た
ら
、
そ
し
て
、
生
涯
修
練
、
ず
っ
と
剣

道
を
続
け
て
く
れ
た
ら
、
指
導
者
と
し
て
は

何
よ
り
の
ご
ほ
う
び
で
す
。 

●
問
合
先
　
塩
見
（
☎
６
６
―
６
４
９
７
）

ま
で
。 
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●
子
育
て
支
援
講
演
会 

　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

  
　
幼
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
生
活

の
す
べ
て
が
「
あ
そ
び
」
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
も
身
体
も
育
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
子
ど
も
に
と
っ
て
「
あ
そ
び
」
と

は
…
。
子
ど
も
が
遊
ぶ
た
め
に
大
人

は
ど
う
関
わ
れ
ば
い
い
の
か
。
子
ど

も
と
の
具
体
的
な
あ
そ
び
な
ど
、
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
６
月
２２
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
テ
ー
マ
　
¬
子
ど
も
と
あ
そ
び
」 

▼
講
師
　
水
谷
暎
子
さ
ん
（
日
本
福

祉
大
学
講
師
） 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
受
付
　
６
月
８
日
　
よ
り
受

け
付
け
ま
す 

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
お

願
い
し
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　

３
８
―
３
９
１
１
） 

  

●
児
童
館
お
も
ち
ゃ
病
院 

 

　 　
ご
家
庭
に
、
故
障
し
た
ま
ま
使
わ

な
い
で
眠
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
お
も
ち
ゃ
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
「
お
も
ち

ゃ
病
院
」
に
入
院
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
）
の
協
力
で
、
故
障
し
た

お
も
ち
ゃ
を
直
す
こ
と
を
と
お
し
て
、

児
童
の
科
学
す
る
心
の
育
成
を
目
的

と
し
て
開
か
れ
る
も
の
で
す
。 

▼
受
付
期
間
　
６
月
１
日
　
〜
１８
日

　
（
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
受
付
場
所
　
各
児
童
館 

▼
費
用
　
原
則
と
し
て
無
料
　
　
　

▼
そ
の
他
　
お
も
ち
ゃ
に
付
属
し
て

い
る
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
池
等
は
必
ず

一
緒
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

修
理
内
容
に
よ
っ
て
は
、
実
費
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お

直
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
診
療
日
（
修
理

日
） 

　
お
預
か
り
し
た
お
も
ち
ゃ
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
直
し
ま
す
。
お
父

さ
ん
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
６
月
１８
日
　
午
後
１
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩
倉
団

地
内
）
　 

▼
問
合
先
　
最
寄
り
の
児
童
館
ま
た

は
、
第
一
児
童
館
（
☎
３
８
―
１
１

０
６
） 

  

●
俳
句
俳
画
作
品
展 

  

　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
次
の
と

お
り
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
初
夏
の
風
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
６
月
４
日
　
〜
１９
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
５
時 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル ▼
主
催
　
岩
倉
俳
句
俳
画
会 

▼
後
援
　
岩
倉
市
文
化
協
会 

▼
問
合
先
　
宮
田
（
☎
３
７
―
６
８

４
４
） 

  

●
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局 

　
「
Ｊ
Ｒ
２
Ｔ
Ｒ
Ｃ
」
開
局 

　
３０
周
年
記
念
展 

  

　
図
書
館
で
は
、
今
年
で
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
局
を
開
局
し
て
３０
周
年
を
迎

え
る
杁
本
直
正
さ
ん
が
、
３０
年
か
か

っ
て
集
め
た
国
内
外
の
交
信
証
、
ア

ワ
ー
ド
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

し
た
際
の
表
彰
状
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。 

▼
と
き
　
６
月
５
日
　
〜
１９
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
５
時 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル ▼
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７
―
６

８
０
４
） 

  

●
精
神
保
健
福
祉
普
及
講
演
会 

  

　
障
害
者
福
祉
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
今
、
精
神
障
害
者
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
テ
ー
マ
　
「
こ
れ
か
ら
の
精
神
保

健
福
祉
に
つ
い
て
」 

▼
講
師
　
池
末
美
穂
子
さ
ん
（
日
本

福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
保
健
福
祉

学
科
教
授
） 

▼
と
き
　
６
月
２３
日
　
午
後
２
時
３０

分
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会
館
第

一
会
議
室
（
江
南
市
北
野
町
川
石
２５

―
１
☎
５
５
―
２
３
２
１
） 

▼
対
象
者
　
精
神
障
害
者
の
家
族
お

よ
び
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人 

▼
定
員
　
５０
人 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
６
月
６
日
　
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）
。 

※
当
日
は
、
午
後
１
時
３０
分
か
ら

「
し
ら
ゆ
り
大
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す

る
「
し
ら
ゆ
り
福
祉
会
」
の
活
動
に

関
心
の
あ
る
人
は
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地

域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（水） 

（水） 

（土） 

（日） 

（日） 

（木） 

（月） 

（水） 

（土） 

（土） 

（日） 

催し  
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●
ハ
ー
ト
フ
ル
な
集
い
ｉ
ｎ
岩
倉 

  

　
私
た
ち
は
、
私
学
を
よ
く
す
る
愛

知
父
母
懇
談
会
岩
倉
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。 

　
毎
年
、
５
・
６
月
に
小
・
中
学
校
、

高
校
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
る
父

母
の
皆
さ
ん
や
生
徒
、
一
般
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
「
ハ
ー
ト
フ
ル
な

集
い
ｉ
ｎ
岩
倉
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
の
こ
と
、
学
校
や
勉
強

の
悩
み
、
進
路
指
導
等
、
参
加
者
と

一
緒
に
考
え
る
集
い
で
す
。 

▼
と
き
　
６
月
１９
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
講
堂 

▼
内
容
　
①
教
育
講
演
会
「
高
校
生

群
像
・
か
け
が
え
の
な
い
自
分
〜
揺

れ
な
が
ら
、
つ
な
が
り
の
中
で
〜
」

…
小
川
立
子
さ
ん
（
安
城
学
園
高
校

教
諭
）
②
マ
ジ
シ
ャ
ン
田
中
大
貴
さ

ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
③
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
　
　
　
　
　 

▼
問
合
先
　
服
部
（
☎
６
６
―
６
１

４
３
） 

  

●
世
界
の
お
惣
菜
―
韓
国
編
― 

　
　
　
　
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会 

  

　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
食

を
と
お
し
た
交
流
会
「
世
界
の
お
惣

菜
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
小
牧

市
に
お
住
ま
い
の
主
婦
、
李
善
英

（
イ
・
ソ
ン
ヨ
ン
）
さ
ん
か
ら
韓
国

料
理
を
学
び
ま
す
。  

▼
と
き
　
６
月
２６
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室 

▼
献
立
　
①
キ
ム
チ
②
ミ
ヨ
ッ
ク

（
ワ
カ
メ
の
ス
ー
プ
）
③
プ
ッ
チ
ン

ゲ
（
チ
ジ
ミ
）
④
チ
ュ
ユ
ポ
ッ
ク
ン

（
豚
肉
の
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
風
味
）
⑤

サ
ン
チ
ュ
セ
ル
ラ
ド
（
サ
ラ
ダ
） 

▼
定
員
　
２５
人 

▼
持
ち
物
　
フ
キ
ン
・
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
会

員
…
４
０
０
円
、
非
会
員
…
６
０
０

円
、
小
学
校
６
年
生
以
下
は
そ
れ
ぞ

れ
半
額 

▼
申
込
期
限
　
６
月
１９
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交

流
協
会
大
橋
（
☎
　
３
７
―
７
１
１

７
）
ま
た
は
、
光
本
（
☎
３
７
―
８

６
７
３
） 

  

●
２
０
０
５
男
女
雇
用
機 

　
会
均
等
フ
ォ
ー
ラ
ム 

  

▼
と
き
　
６
月
２２
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
中
区
役
所
ホ
ー
ル
（
名

古
屋
市
中
区
栄
４
―
１
―
８
☎
０
５

２
―
２
６
５
―
２
２
１
２
） 

▼
対
象
　
事
業
主
、
人
事
労
務
担
当

者
、
男
女
労
働
者
、
県
民
一
般 

▼
定
員
　
５
０
０
人
（
先
着
順
、
参

加
無
料
）
定
員
を
超
え
、
参
加
い
た

だ
け
な
い
人
に
は
、
個
々
に
連
絡
し

ま
す
。 

▼
内
容
　
均
等
推
進
企
業
表
彰
、
企

業
事
例
発
表
、
講
演
「
チ
ャ
ン
ス
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
均
等
法
２０
年
、
現
状

と
課
題
〜
」
…
太
田
芳
枝
さ
ん
（
　

２１
世
紀
職
業
財
団
理
事
長
） 

▼
主
催
　
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
　

２１
世
紀
職
業
財
団
愛
知
事
務
所 

▼
後
援
　
愛
知
労
働
局
、
愛
知
県
経

営
者
協
会
、
連
合
愛
知 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
産
業
労

働
部
労
働
福
祉
課
（
☎
０
５
２
―
９

５
４
―
６
３
６
０
　
０
５
２
―
９
５

４
―
６
９
２
６
）
ま
た
は
、
２１
世
紀

職
業
財
団
愛
知
事
務
所
（
☎
０
５
２

―
５
８
６
―
７
２
２
２
　
０
５
２
―

５
８
６
―
７
２
２
５
） 

         

●
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出 

  

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
郵
送
で
お
送
り
す
る
今
年
度

の
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月
３０

日
　
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
引
き
続

き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
た
め
に
、
受
給
者
の
所
得
や
児
童

の
監
護
・
養
育
の
状
況
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
く
大
切
な
届
け
で
す
。
必
ず

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
届
け
が
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
以

降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の 

★
児
童
手
当
現
況
届 

★
印
鑑 

★
厚
生
年
金
加
入
の
人
は
受
給
者
の

保
険
証
の
写
し 

★
平
成
１７
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
人
は
、
平
成
１７
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
税
務
課
等

で
発
行
の
平
成
１７
年
度
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
） 

  

●
五
条
川
右
岸
流
域
下
水
道 

　
都
市
計
画
変
更
案
縦
覧 

  

　
愛
知
県
で
は
、
五
条
川
右
岸
流
域

下
水
道
の
都
市
計
画
変
更
を
行
う
た

め
、
そ
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。 

　
な
お
、
岩
倉
市
民
や
利
害
関
係
人

は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、

こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
県
知
事
へ
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
都
市
計
画
の
種
類
・
名
称
　
尾
張

西
部
都
市
計
画
お
よ
び
尾
張
北
部
都

市
計
画
下
水
道
五
条
川
右
岸
流
域
下

水
道 

▼
縦
覧
場
所
　
愛
知
県
建
設
部
下
水

道
課
と
岩
倉
市
下
水
道
課 

▼
縦
覧
期
間
　
６
月
１４
日
　
〜
２８
日

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
　 

▼
問
合
先
　
下
水
道
課
計
画
管
理
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
５
） 

         

●
岩
倉
オ
ー
プ
ン
卓
球
選

　
手
権
大
会
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
岩
倉
オ
ー
プ
ン
卓
球
選
手
権
大

会
を
開
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
１０
日
　
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
ア
リ
ー
ナ 

▼
種
目
　
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
戦 

▼
試
合
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式 

▼
参
加
資
格
　
社
会
人 

▼
参
加
費
　
１
人
に
つ
き
１
千
円 

▼
表
彰
　
３
位
ま
で
の
人
に
賞
状
・

賞
品
を
お
渡
し
し
ま
す
（
参
加
者
全

員
に
参
加
賞
） 

▼
申
込
期
限
　
６
月
１２
日
　
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
） 

（日） 

（日） 

（日） 

（水） 

（財） （財） 

（火） 

（火） 

（日） 

（日） 

（木） 手続き 
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●
初
心
者
水
泳
教
室 

  

　
教
育
委
員
会
で
は
、
初
心
者
を
対

象
に
、
基
本
技
術
の
習
得
を
目
指
し

た
８
回
コ
ー
ス
の
水
泳
教
室
を
次
の

と
お
り
開
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
９
日
　
・
１０
日
　
・

１６
日
　
・
１７
日
　
・
２３
日
　
・
２４
日

　
、
８
月
６
日
　
・
７
日
　
午
前
９

時
〜
１０
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
市
営
大
地
プ
ー
ル 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤

め
ま
た
は
、
通
学
の
小
学
生
以
上
で

２５
㍍
を
泳
げ
な
い
人 

▼
参
加
料
　
１
千
５
０
０
円
（
入
場

料
含
む
） 

▼
定
員
　
小
学
生
以
上
５０
人 

▼
申
込
日
時
　
６
月
１０
日
　
午
後
７

時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
（
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
。 

　
な
お
、
１
人
で
複
数
人
分
の
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２

２
２
） 

  

●
車
い
す
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
講
座 

  

　
屋
外
で
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人

を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
人
だ
け
で
外
出
す
る
に
は

難
し
い
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
講
座
で
は
、
車
い
す
で
の
移

動
や
乗
り
降
り
の
介
助
方
法
、
車
い

す
専
用
車
へ
の
乗
せ
方
な
ど
を
一
日

で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
６
月
１８
日
　
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
定
員
　
１０
人 

▼
そ
の
他
　
体
を
動
か
し
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
　
３
８
―

０
０
３
９
） 

  

●
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー 

  

　
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で
退
職
し
、

将
来
的
に
再
就
職
を
希
望
す
る
人
を

対
象
に
、
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費

は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
６
月
２３
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時 

 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ

ン
タ
ー 

▼
内
容
　
①
講
演
「
上
手
な
求
職
活

動
の
仕
方
」
…
加
藤
等
さ
ん
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
一
宮
所
長
）
②
講
演
「
好

き
な
仕
事
で
も
う
ひ
と
花
〜
再
就
職

の
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
の
つ
か
み
方

〜
」
…
長
井
和
子
さ
ん
（
ア
イ
ム
パ

ー
ソ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
校
長
） 

▼
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
） 

▼
共
催
　
一
宮
市
、
一
宮
公
共
職
業

安
定
所
、
　
２１
世
紀
職
業
財
団
愛
知

事
務
所 

▼
託
児
　
１
歳
以
上
就
学
前
の
お
子

さ
ん
の
託
児
を
無
料
で
行
い
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
　
２１
世
紀
職
業

財
団
愛
知
事
務
所
（
☎
０
５
２
―
５

８
６
―
７
２
２
２
　
０
５
２
―
５
８

６
―
７
２
２
５
） 

　 

        

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
６
月
１９
日
　
曽

野
町
公
会
堂 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

　 

・

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
寄
生
虫
博
士
の
お
さ
ら
い 

　
生
物
学
　  

　
　
　
　
　
　
　
藤
田
紘
一
郎
　
著 

　
　
　
　
　
　
　
　
分
類
　
生
物
学 

          

　
人
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く

の
か
？
　
生
物
学
の
成
果
を
知
ら
ず

し
て
未
来
は
語
れ
な
い
！
　
遺
伝
か

ら
免
疫
ま
で
の
最
新
の
生
物
学
の
流

れ
を
寄
生
虫
た
ち
と
暮
ら
す
教
授
が

楽
し
く
解
説
。 

 

★
く
ま
ご
ろ
う
の
だ
い
ぼ
う
け
ん
　 

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ス
ミ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
・
絵 

★
１０
ぴ
き
の
か
え
る
の
お
く
り
も
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
仲
川
道
子
　
絵 

　
　
　
　
　
　
　
間
所
ひ
さ
こ
　
作 

相 談 
その他 

（土） 

（土） （木） 

（日） 

（財） 

（財） 

（日） 

（土） 

（土） 

（日） 

（日） 

（土） 

（日） （金） 

講座  
教室  

多重債務者相談 
　ＮＰＯ法人「クレサラあしたの会」による多重債務者
のための生活再建相談所が開設されています。相談によ
る家族、個人の秘密は厳守しますので、安心してご相談
ください。 
　と　き　毎月第１・第３日曜日午後１時～４時（ただ
し、９月は第１日曜日、１月は第３日曜日のみ） 
　ところ　公民館 
　相談員　ＮＰＯ法人「クレサラあしたの会」の司法書
士、ボランティアスタッフ 
　主な相談内容　クレジットサラ金問題解決、借入に頼
った生活の見直し、借入金の法的整理後の生活再建支援、
ヤミ金、架空請求、悪質商法 
※予約は必要ありません。なお、相談の際には契約書等
の借入の分かる書類をお持ちください。 
　問合先　ＮＰＯ法人「クレサラあしたの会」（☎０８
０―３６２０―７６５４） 
愛知県司法書士の相談 
　愛知県司法書士会館（名古屋市中区金山）でも毎月４
回、相談会を開催しています。 
　と　き　６月７日（火）・２１日（火）午後６時～８
時、６月１２日（日）・２６日（日）午前１１時～午後
２時 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２） 

▼
 

▼
 
▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

日） 

 

 

 

ふ
じ
　

た
　
こ
う
い
ち
ろ
う 

か
と
う
ひ
と
し 

な
が  

い   

か
ず 

こ 
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２
２
） 

分
〜
４
時 

６
―
７
２
２
５
） 

３
１
３
５
） 

  
●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

  

　 
 

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
５
月
１
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
子
ど
も
用
自
転
車（
２１

　
女
児
用
）
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト 

▼
あ
げ
ま
す
　
一
宮
南
高
校
女
子
制

服
（
サ
イ
ズ
１
５
６
〜
１
５
７
㌢
）
、

子
ど
も
用
自
転
車
（
２２
　
女
児
用
）
、

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
、
子
ど
も
遊
具(

カ
タ
カ
タ) 

▼
求
め
ま
す
　
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
、
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

●
入
学
前
就
学
相
談 

  

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
入
学
前
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
就
学
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
厳
守
で

す
。 

▼
と
き
　
８
月
１８
日
　
・
１９
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン

タ
ー
（
大
口
町
伝
右
１
―
３５
☎
９
４

―
０
０
６
１
） 

▼
相
談
内
容 

★
障
害
の
種
別
程
度
を
正
し
く
理
解

す
る
。 

★
障
害
児
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
よ

り
正
し
く
理
解
す
る
。 

▼
申
込
期
限
　
７
月
１
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

  

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適

応
指
導
教
室
長
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優
先
）
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

　
　
　
　
　
　
　
間
所
ひ
さ
こ
　
作 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

 

（木） 

（金） 

（金） 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談
室となっていますので、お気軽にご相談くださ
い。 
　なお、各相談は正午から午後１時までお昼の
休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
６月　３日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
６月　５日（日）午後１時～３時 
６月１９日（日）午後１時～３時 
■女性相談 
６月　６日（月）午後１時～３時３０分 
６月２０日（月）午後１時～３時３０分 
■登記相談 
６月　８日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
６月　９日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
６月１０日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
６月１０日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
６月１４日（火）午後１時～４時 
６月２２日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順
延）午前９時から、市民相談室で当月分の予約
を受け付けます（先着順、電話可）。 
■総合福祉相談 
６月１７日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
６月２７日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩
みは、一人でくよくよしていても、何の解決に
もなりません。経験豊かなボランティアが電話
で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝
日、振替休日を除く） 

 

み  　な  　       な     や      む     な 
●心の相談電話 

　☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

イ
ン 

チ 

イ
ン 

チ 

指 名 競 争 入 札 結 果  (４月２１日） 

昭和橋耐震補強工事実施設計業務 

舗装修繕工事 

舗装修繕工事 

東町地内 

八剱町外1地内 

西市町外1地内 

中央コンサルタンツ㈱ 

㈲八信建設 

関戸工業㈱ 

１,１０２,５００ 

２,２０５,０００ 

２,５２０,０００ 

４/２６～７/２９ 

４/２６～６/２４ 

４/２６～６/２４ 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

電話相談 相談場所・問合先 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援 
センター 

東部保育園内 
子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

や
ま  

だ  

か
ず 

ゆ
き 
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No.54

お
も
て
な
し
の
心
で
… 

　
　
後
藤
き
え
子
さ
ん（
石
仏
町
） 
 

　
今
回
は
、
大
野
代
志
子
さ
ん
の
紹
介
で
、
石
仏

町
の
後
藤
き
え
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
後
藤
さ
ん
は
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
め
ん

ぼ
」
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
「
あ
め

ん
ぼ
」
は
、
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
出
版
物

を
声
で
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
そ
の
情
報
を
伝
え

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
音
訳
を
し
て
い

る
の
は
、
広
報
い
わ
く
ら
、
岩
倉
の
福
祉
（
社
会

福
祉
協
議
会
会
報
）
や
小
説
な
ど
で
す
。 

　
音
訳
の
作
業
は
、
収
録
前
に
あ
ら
か
じ
め
渡
さ

れ
た
原
稿
か
ら
情
報
を
整
理
す
る
た
め
に
、
下
読

み
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

実
際
に
声
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
む
収
録
だ
け
で
も

丸
１
日
か
か
る
大
変
な
作
業
で
す
。
こ
う
し
て
作

ら
れ
た
音
訳
テ
ー
プ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
図

書
館
な
ど
で
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
他
に
、
最
近
で
は
、
映
画
を
上
映
す
る
際

に
場
面
状
況
を
補
助
音
声
で
伝
え
る
「
シ
ー
ン
ボ

イ
ス
」
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
視
覚
障
害
者
の

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
あ
め
ん
ぼ
」
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ

る
人
を
大
募
集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
後
藤
さ
ん
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
研
究
会
に
も
参
加
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今

年
、
研
究
会
で
は
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
出

前
講
座
を
行
う
予
定
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
「
思
い
や
り
の
心
」
が
伝
わ

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

　
後
藤
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
心
に
芽
生
え

た
思
い
や
り
が
、
岩
倉
の
ま
ち
全
体
に
広
が
っ
て
、

み
ん
な
が
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き

る
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
持
て
れ
ば
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
」
と
夢
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、
今
回
で
し
ば
ら
く
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
　
と 

う 

こ 

お
お  

の
　
よ
　
し
　
こ 

　
鈴
井
町
の
朝
比
奈
慎
也
・
賢
子
さ
ん
の

長
男
巧
己
く
ん
（
１
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
た
っ
く
ん
、
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、

元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
く
れ
て
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
と
っ
て
も
う
れ
し
い
よ

♪
 

　
た
っ
く
ん
の
笑
顔
は
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て

に
ぎ
や
か
な
毎
日
を
送
ろ
う
ね
。
 

あ
さ 

ひ
　 

な  

し
ん  

や 

よ
り  

こ 

巧
己
く
ん 

た 

く
　
み 
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リ
レ
ー
ト
ー
ク
は

今
回
で
し
ば
ら
く
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

最近の地震被害
―あなたの家は大丈夫？！―

つ か  は ら　　　  て る  ひ さ 

●あいち防災リーダー　　塚原　輝久 

　
新
柳
町
の
藤
本
康
・
朝
子
さ
ん
の
長
男

一
汰
く
ん
（
２
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
一
汰
が
生
ま
れ
て
、
毎
日
が
記
念
日
に

な
り
ま
し
た
。
笑
っ
た
こ
と
、
泣
い
た
こ

と
、
喜
ん
だ
こ
と
、
怒
っ
た
こ
と
、
そ
の

す
べ
て
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

先
、
山
も
あ
れ
ば
、
谷
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
は
横
に
パ
パ
と
マ
マ
、
後
ろ
に

じ
い
じ
と
ば
あ
ば
達
が
つ
い
て
い
ま
す
。

弟
の
皇
汰
と
手
を
つ
な
い
で
、
勇
気
を
も

っ
て
前
向
き
に
歩
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。
 

　
最
後
に
パ
パ
よ
り
、
「
一
汰
よ
、
１
番

に
な
あ
れ
！！
」
 

一
汰
く
ん 

い
っ  

た 

ふ
じ
も
と
　

や
す
し 

こ
う
　
た 

あ
さ
　

こ 

　昨年後半から今年にかけて発生した福岡県西方沖地震と
新潟県中越地震。これらの地震での被害状況を振り返って
みましょう。 
 
 
 
 

　震度６弱は、一般的に「立っていることが困難。壁のタ
イルや窓ガラスが壊れ、ドアが開かなくなる」、震度７
は「自分の意思で行動できない。大きな地割れや地すべり、
山崩れが発生する」と言われています。 
　左の表で分かるように震度６弱の福岡県西方沖地震の場
合、４５４件もの住家が全壊しています。死者が少なかっ
たものの、一つ間違えれば死者数が全壊数に近くなっても
おかしくありません。 
　現在住んでいる家がどれくらいの地震に耐えられるのか
知っていますか？　皆さんの多くは「私の家だけは大丈
夫！」と思っていませんか？ 
　平成７年の阪神・淡路大震災では、家屋倒壊などによる
圧死で８割以上の人が亡くなっています。震災に対する備
えは、非常持ち出し袋を用意するだけではありません。専
門家による家屋の耐震診断を受け、適切な補修を行い、東
海・東南海地震の際には、家屋の全壊から家族を守りまし
ょう！ 

住家被害（棟） 人的被害（人） 

死者 

１ 

４０ 

６６ 

５２３ 

９４９ 

４,０５１ 

４５４ 

２,８６７ 

１,０３３ 

１１１,１２２ 

３,８３４ 

９２,６０９ 

１ 

９ 

重傷 軽傷 
全壊 半壊 一部 

破損 

建物 
火災 
（件） 

負傷者 

福岡県西方沖地震 

新潟県中越地震 

平成１７年３月２０日 
１０時５３分ころ 

平成１６年１０月２３日 
１７時５６分ころ 発 生 日 時  

震 央 地 名  

震源の深さ 

福岡県西方沖地震 

福岡県西方沖 

９km

マグニチュード７．０（暫定値） 規　　　模 

新潟県中越地方 

１３km

マグニチュード６．０ 

震度６弱 最 大 震 度  震度７ 

新潟県中越地震 

地震の規模など 

被害状況 
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引き継がれる岩中伝統「合唱」引き継がれる岩中伝統「合唱」

岩倉中学校ホームページで学校の情報を 
ぜひご覧ください。 
http://www.iwakura-j.aichi-c.ed.jp/

「
卒
業
生
を
送
る
会
」
 

　
本
校
恒
例
の
行
事
で
あ
る
、
「
卒
業
生
を
送
る

会
」
が
、
昨
年
度
、
３
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
１
・
２
年
生
の
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
や
拡
大
文
字
、

合
唱
の
贈
り
物
に
応
え
、
３
年
生
は
、
３
年
間
の
思

い
出
を
の
せ
て
４
曲
の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

                      　
ま
た
、
３
年
生
の
保
護
者
か
ら
卒
業
生
に
祝
福
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
職

員
に
よ
る
合
唱
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
に
花
を
添
え

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
、
全
校
で

の
合
唱
「
コ
ス
モ
ス
」
を
歌
い
上
げ
、
会
を
閉
じ
ま

し
た
。
 

　
体
育
館
中
に
歌
声
が
響
き
渡
っ
た
、
こ
れ
ぞ
、
岩

中
伝
統
「
合
唱
」
と
い
え
る
す
ば
ら
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
 

「
第
５８
回
卒
業
式
」
 

　
平
成
１６
年
度
第
５８
回
卒
業
式
が
３
月
８
日
に
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
に
参
列
さ
れ
、
３
年
前
、
卒
業
生
と
と
も
に
、

本
校
に
校
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
井
上
教
育
長
先
生

か
ら
の
「
大
き
く
な
っ
た
ね
」
の
言
葉
で
始
ま
っ
た

告
辞
、
そ
し
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
い
た
石

黒
市
長
か
ら
の
心
温
ま
る
祝
辞
、
卒
業
生
一
同
、
感

慨
無
量
の
思
い
で
し
た
。
 

　
式
後
に
は
、
卒
業
生
が
中
学
校
生
活
最
後
の
思
い

出
と
し
て
、
「
旅
立
ち
の
今
、
た
し
か
め
あ
っ
て
」

の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
中
学
校
生
活
最
後
の
合

唱
に
ふ
さ
わ
し
い
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
歌
声
に
、
式

に
参
列
さ
れ
て
い
た
来
賓
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら

わ
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

                      

「
入
学
式
と
新
入
生
を
迎
え
る
会
」
 

　
４
月
７
日
、
あ
い
に
く

の
雨
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
 

満
開
の
桜
の
も
と
、
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
２
７
９
人
の
新
入
生
を

迎
え
、
平
成
１７
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
週

間
後
の
１５
日
に
は
、
生
徒

会
主
催
の
行
事
「
新
入
生

を
迎
え
る
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
し
く
入
学
し
た
１
年
生
を
温
か
く
迎
え
、

少
し
で
も
早
く
中
学
校
に
慣
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う

ね
ら
い
で
、
生
徒
会
が
主
催
し
、
会
の
準
備
や
運
営

を
生
徒
た
ち
の
手
で
行
い
ま
す
。
各
部
の
代
表
に
よ

る
部
活
動
紹
介
、
２
年
生
・
３
年
生
の
心
の
こ
も
っ

た
合
唱
や
生
徒
会
執
行
部
に
よ
る
ス
タ
ン
ツ
な
ど
で

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
新
１
年
生
が
初
め
て
上
級

生
の
合
唱
に
触
れ
る
機
会
で
し
た
。
新
１
年
生
も
お

礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
決
意
の
表
明
や
合
唱
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
行
事
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
岩
中

の
よ
き
伝
統
「
合
唱
」
を
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
 

岩倉中学校 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　５月９日、水辺を守る会の皆さんから曽野

小学校５年生の子どもたちに鯉の卵、めだか

の稚魚、五条川生物生息図鑑が贈られました。

これは、鯉の卵から孵化し大きく成長してい

く過程を観察することを通して、五条川の生

き物を大切にする心が育まれる事を目的とし

ています。子どもたちは「鯉が大きく成長し

たら、五条川に還したい」と話していました。 

大事に育てます　 
水辺を守る会から環境学習教材を贈呈 

　５月５日のこどもの日、総合体育文化センターで
岩倉市子ども会連絡協議会４０周年記念事業が行わ
れ、歴代の会長や役員の皆さんなどが出席しての式
典となりました。 
　この日は子どもたちが１日中楽しく過ごせるよう
に、綱引き大会や作って遊ぼうコーナーなど楽しい
催しも行われ、なかでも、約９００人が参加した綱
引き大会では、子どもたちの真剣な対戦に保護者の
皆さんや友達から歓声が沸きあがっていました。 

熱戦！！　　　　　    
岩倉市子ども会連絡協議会４０周年記念事業 

　４月２９日のみどりの日、史跡公園で市民
茶会が開かれ、３５５人の市民の皆さんがお
茶を楽しみました。 
　この日、市指定文化財の鳥居建民家で茶華
道連盟による抹茶の接待や琴や篠笛の演奏、
岩倉焼き物を楽しむ会による陶芸作品展など
が行われ、青空のもと、多くの人でにぎわい
ました。 
　訪れた皆さんは、新緑の中、雅びな琴の音
色を聴きながら抹茶をいただき、心休まるひ
とときを過ごしました。 

新緑の中で抹茶を楽しむ 
～市民茶会～ 

岩倉中
ぜひご
http:

中
伝
統
「
合
唱
」
と
い
え
る
す
ば
ら
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
 

  

ふ　か 

かえ 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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野菜の広場/岩倉駅地下道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 

★母親教室第２回 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
★フッ素塗布・歯科健診 

　休日急病診療（蕗野正　いわくら東クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 

★ポリオ 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

★８か月児育児教室　★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 
 

月 

～大地町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，254人（＋26人） 
            男性/24，044人（－3人） 
            女性/24，210人（＋29人） 
          世帯数/19,401世帯（＋16世帯） 
                （5月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

　大地町北の交差点から、北東に少し入った所に雨乞い観音が

あります。 

　ここでまつられている観音様は、坂折神社の北東にあった池

から出現したものだそうです。 

　昔、日照りで水不足になると神官にご祈祷をしてもらい、村

人がお参りをした後、村の長老が代表者として蓑笠姿で観音様

に踊りを奉納したと市史に伝えられています。 

　自然と共に生きてきた私たちの先祖の、水の恵みに対する真

剣な気持ちを今に伝えてくれる観音様です。 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

さかおり 

き  とう 

みの かさ 

あま  ご 

つじ 


